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長谷川潾二郎展で１月が明けた。厳冬期にもかかわらず連日市内外から多くの来場者で会場は賑わった。土方氏の講演会やギャラリ

ートークも予想以上の参加者を頂き、改めて潾二郎作品の魅力を思う。アンケートには、「ゆっくりと鑑賞でき心安らいだ」という声

が多い。作品と共に展示された潾二郎の言葉も作品の理解を深めた。松永記念館という会場の魅力を感じた声も多い。手入れの行き 

届いた庭園、茶室、老欅荘。ゆっくり散策された方も多く、小田原の魅力を再評価頂けたのも官民協働の功である。「手づくり感のあ

る展覧会」「おもてなしを感じた展覧会」などボランティアスタッフの心も届いていた。 

 オープニングの１月７日は潾二郎の誕生日、１月２８日は潾二郎命日、多くの来場者に力を頂き２４日間の展覧会は幕を閉じた。 

         新新新九九九郎郎郎   222 月月月ののの展展展覧覧覧会会会のののごごご案案案内内内                              近隣・友の会会員の展覧会情報   

 

 
                    音楽の夕べ＆パーティー 

                            ヴァイオリン、ギターによる音楽の夕べ 

                               2011年 12月 23日(金・祝)                          

                               開場 17:30 演奏 18:00-19:00 
                               パーティー 19:10-20:00 

                                 (作家を囲んでの歓談をお楽しみください。) 

 

 

 

 
                            

                           ギター    ヴァイオリン  ギター      

                            永倉功    梅本加奈子   宍戸忠夫 

                                 

                               ［参加費］ 2000 円 
                                ☆前売チケット取扱い 伊勢治書店本店１F ｶｳﾝﾀｰ 

                                                  〒250-0011小田原市栄町 2-13-3 
                                                  伊勢治書店 TEL0465-22-1366 

 
会  期 

展覧会名 
見どころ 

   2/1 (水)～6(月) 

小田原市職員写真展 

風景、スナップ等自由なテー

マで４０点ほどの展示 

1 

 
2/8(水)～13(月）  

快作展 

小田原高校ＯＢ，ＯＧ展 

絵画、写真、インスタレーシ

ョン、立体、陶芸、イラスト 

 
12/17(金) 

新九郎デッサン会 

18:15-20:45 

コスチューム、固定ポーズ 

会費 1500 円 

 2/15(水)-20(月) 

ZAKKA 

暮らしにアート展 

ぬいぐるみ、人形、刺繍、手

芸、絵画、陶、ブリザードフ

ラワー、カード、額、etc 

 
2/22(水)-27(月) 

ぴんぼけ会 25周年 

写真展 

ネイチャー作品 

１４名のメンバー、４５点の

展示 

会期・展覧会名 会場 

～2/5(日) 2/1 は休廊 

小澤多留男 俳画展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

2/15(水)～19(日) 

ぐるうぷ碧・ちゃりてぃ展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

～2/6(月) 

新春 富岳展 

お堀端画廊 

0465-23-7819 

2/8(水)～20(水) 

「お洒落で書」展 

お堀端画廊 

0465-23-7819 

2/4(土)～26(日) 

芸術家達のねこ展 

ギャラリーさざれ石 

0463-67-9662 

2/1(水)～ 5(日)西相展受賞者 

市民写生会 合同美術展 

小田原市民会館 

0465-22-7146 

2/7(火)～12(日) 

山下秀樹 作陶展 

丹沢美術館  

0463-83-9550 

1/2８(土)～2/12(日)  

Exhibition ARIO 

すどう美術館 

0465-36-0740 

2/1(水)～29(水) 

秀月会書道展 

はげ八鮨 

0465-22-0945 

2/18(土)～26(日)神奈川の遺跡

展・弥生時代のかながわ 

郷土文化館 

0465-23-1377  

2/4(土)～3/18(日) 

中河与一コレクション展 

松永記念館別館 

0465-22-3635 

2/5(日)6(月)いけばな企画集団 

華匠の会展 

ギャラリー城山 

0465-30-2950 

 

 

 
2012 年２月１１日(土祝)～３月１１日(日) あしがらを感じて体験できるプログラム満載  

                              詳しくはホームページをご覧ください URL.http://ashigara.jp     主催：神奈川県足柄上地域県政総合センター 

 

 

《創発市民プログラム》 工場まるごとプロジェクト 小田急線開成駅より徒歩 5分 

   酒匂川沿いの２つの空き工場を活用した期間限定アート＆カフェスペース。 
2/11(土)12(日)          2/17(金)18(土)19(日)    2/24(金)25(土)26(日)  
3/2(金) 3(土) 4(日)     3/9(金)10(土)11(日) 

ギャラリー新九郎は工場まるごとプロジェクトを応援しています。 
【平屋】ソウセイカフェ Gallery&Café  【ビルボックル】３階建ての工場 
ギャラリースペース              ［展示］陶芸、ステンドグラス、染色、 

絵画展示 「春宵」美術作家 横井山 泰      平面作品（油彩画、木版画）、彫刻 
 色とりどりの画面が工場に春を呼ぶ           ［販売コーナー］ 

※期間中、作品の公開制作もあり              すてきなアート＆クラフト作品が… 
WORK SHOP 
 君の街 彫刻家  ひでひこ     

ひでひこが描く巨大地図の上に参加者が 
「あったらいいな」と思う家などを作成し置いていく 

Café Space カフェスペース 
 共同プロジェクト 横井山まお・ひでひこ      

  手作りの木の家具に座って、あたたかい食事とドリンク 
  みんなの掲示板に足柄の未来を描いて、「願い札」を 

掛けていってください 
《お品書き》金土日：ひでひこロール、コーヒー・抹茶など 

土日：足柄野菜のいも煮、七輪で焼く田舎もち、おしるこ 

      
 

 



長谷川潾二郎展を終えて 
 

新年早々1 月 7 日より始まった
「長谷川りん二郎展」が 24日間の
会期を終え1月30日幕を閉じまし
た。 
今回の展覧会は初の官民協働企

画としてＯＭＰ（おだわらミュー
ジアムプロジェクト）と文化部生
涯学習課郷土文化館による実行委

員会形式で実施されました。また開催に当たり一昨年初の公立美
術館巡回展を実現された平塚市美術館館長代理土方明司氏、文化
部生涯学習課専門監山口博学芸員の全面協力を頂き、『良い絵を良
い環境で楽しむ喜び』を第一に準備を進めてきました。 
美術展の開催を支えてくださったのは多くのご協賛者です。小

田原の企業、美術関係者、文化人と共に一般のアートファンのお
名前は図録に掲載されています。ＯＭＰメンバーと共に運営を支
えたのは 21名のボランティアスタッフです。仕事の傍ら休みを返
上して会場を守ってくださった方も多く、温かいおもてなしを受
けた気持ちになった展覧会だとの言葉を頂いたことは、有難いこ
とでした。 
期間中、土方明司氏による講演会、ギャラリートーク、ＯＭＰ

によるギャラリートーク、鵜薬亭での呈茶も、大変に喜んでいた
だけた企画でした。初日の講演会は事前応募者 49名、当日申し込
み者を合わせ 81 名が１時間半の講演を楽しまれました。14 日の
ギャラリートークも 41名の参加となり、改めてアートファン健在
の手ごたえを感じました。又、連日早朝より熱心に手入れをされ
ている職員のおかげで大変美しい庭園、茶室が維持されている会
場は、展覧会とともに小田原の魅力として多くの方に称賛を頂き
ました。鵜薬亭での呈茶にも 130名の参加を頂き、お茶の合間に
交わす一期一会の対話から情報交換できたことも大きな収穫でし
た。 
告知については早くから準備した「あの猫に会いたい」のポス

ター・チラシの効果は大きく、小田原市広報の表紙をはじめ、新
聞 4紙、情報誌、ＮＨＫ文字情報、小田原ケーブルテレビ、新九
郎通信の視覚情報のほか、ネット、ブログ、中でも友人・知人に
よる口コミを通して知って頂いたようです。24 日間で 2375 名の
ご来場を頂けたことは、ＯＭＰにとっても大きな手ごたえを感じ
ています。アンケートによると、市内と市外の方の比率は半分ず
つで、東京はじめ栃木、埼玉、静岡、愛知、京都、福島等県外の
方も多く来られました。やはり良い作家・作品の展覧会には遠く
からでもお客様は来て下さることが実感できました。年齢的には
50代～70代の方が 70%をしめ、シルバー世代がこのような場を求
めていることもよく感じとれました。今回の展覧会は長谷川潾二
郎の作品の魅力と共に、松永記念館の落ち着いたたたずまいと庭
園、茶室を含む名園の雰囲気を楽しむ声も多くありました。また
展覧会については大変良かった又このような企画をこれからも定
期的にやってほしいという声も多くありました。施設面では課題
となる問題も見え、アンケートは大変有意義なものがあったと思
います。この結果を踏まえ今後の活動に生かしていきたいと思い
ます。 
 
【アンケートの感想より】 
《自分自身の体験に重ね合わせて》 
○学生時代の友人が以前に潾二郎の猫 
の絵ハガキを 2度も送ってきた事があり 
、それ以来[あの猫に会いたい]と思って 
おりました。今回新聞に載っていたので 
飛んできました。絵の中に子供時代に住 
でいた荻窪や代々木風景（少し時代は前 
ですが）を見つけてまたまた嬉しい気持ちになりました。 
○以前飼っていた猫に似てびっくりしました。あの時の様子が浮
かんできました。（亡くなった）来て良かったです。（30代 女性） 
○叔母がこの「猫と毛糸」を見ると、何度も何度もくりかえし、
自分の子供の頃の思い出を話すのだった。輪にして、ねじった状
態の毛糸のことを「かせ」といい、昔は毛糸は巻いた状態で売ら
れてなくて、このかせで売られていたそうだ。叔母の母は編み物
好きで、よくこのかせの毛糸から毛糸玉に巻くために両手をかせ
の輪の中に入れて、巻き取っていくのを手伝ったというのだ。そ
の懐かしい光景を思い出すというのだ。（ブログより） 
○４９歳を過ぎてからの作品が明るく感激しました。定年を迎え
た私としてはずいぶん勇気づけられ頑張ってみようと思いました。 
                 （６０代 男性 小田原） 

《初めて知りましたという方も多くいました。》 
○この展覧会によって長谷川潾二郎を知ることが出 
来たことを喜んでいます。昭和初期林不忘の名前で 
広く知られていましたが、長谷川の名は今に至るま 
で埋もれていたのでしょう。重厚な中に新味と幻想 
視のあるのはこの一家の芸術家の血を感じました。 
（70代男性） 
○本当に感動した。きいたこともない画家の方だっ 
たが、長谷川さんが描いているところが目に浮かぶ 
ようだった。14歳、という人生の最初の方でこんな素晴らしい絵 
に出会えてよかった。これからも色々な作品にふれていきたい 

（14 歳、女子中学生） 
 
《場の良さ》 
○周囲の景色を含めて一体となった展示でした。初めて板橋を歩 
きましたが、この地で潾二郎展を拝見するとは思いませんでした。 

      ありがとうございます。平塚美術館より 
落ち着いて自分の絵画として満足です。 
（50代 女性 秦野） 
○長谷川さんの絵は静かで心に染みいる 
ような絵でここのようなこじんまりとし 
たお客もそれほど込み合わない様な場所 
で見るのにちょうどよいう思います、ま 
たこのような展覧会をやってください。） 

○潾二郎が静物を描いたちょっと後に私は生れています。絵を見
てから外へ出て松永記念館の風景に触れると潾二郎の絵の中にい
るような心地になりますね。不思議な思いです。一つ一つがこん
なにも丁寧に美しく細工されていたのかと。私が欲しいのは、静
かで柔らかくて温もりのあるこの画のような落ち着いた暮らしな
んじゃないかなと。少なくとも、町にそんなひと時があってほし
い。（30代 市内） 
《企画の良さ》 

○すみきった精神性と不思議な静けさを 

感じました。その潾二郎の作品と出会う 

場にふさわしい松永記念館のたたずまい 

で静かに絵を見ることができました。絵 

から発する静かだけど深いことばを受け 

とるのに、こういう施設はありがたいで 

す。「おだわらミュージアムプロジェクト」という人の手のぬくも 

りが感じられるパワーで、展覧会を実現なさったスタッフの皆さ 

んがまたすばらしいと思います。ありがとうございました。 
○潾二郎の文章が添えられているのがとても良い。まさしく文章 
は潾二郎の世界のような気がします。 
○落ち着いた雰囲気の展示で良かった。作者の言葉の展示も良く、 
また年令順の展示王も良かった。小田原の広報の表紙にのせるこ 
とがすばらしい。官民協働がいいですね。入場料もちょうどいい 
です。気軽に来れます。 
○松永記念館のようなコンパクトな展示場も良いと思う。これか 
らは、たくさんの作品をいっぺんに見て、というよりは、数点の 
作品にじっくりと向き合い、作品との対話を静かに行う場が求め 
られていると思う。今日の長谷川の作品展は、この性格に合った 
展覧会だと思う。場が無いから美術が楽しめないのではなく、「発 
想が無かったからということが良く判った。この場を活用した企 
画を考えれば良いではないか。内容はとても良いと思う。 
《落ち着きました》 
○とても今日は癒されました。絵の周りに流れている風の速さや 
温度が違いやさしい気持ちになりました。何かとても得をした気 
分です。（50代 女性 小田原） 
○自己中心に生きている私にとって素晴らし 
い感性を持っている人柄にふれさせて頂い 
て心穏やかになりました。（60代 女性） 
○とても豊かな時を過ごすことができまし 
た。絵の中に漂う清澄な空気が心の奥底ま 
ですうっと入ってきたような感覚に包まれました。自分自身が筆 
を持つのでなくてもりん二郎のように静かにスッと立つような姿 
勢を心がけてあらゆるものに対していきたいと思います。施設自 
体ｲﾀﾊﾞｼの街もとても良い所ですね。又ぜひ伺いたいと思います。 
《スタッフの対応》 
○スタッフの方も丁寧で良かったです。看板のおかげで迷わずに 
ここまでたどり着けました。（私方向音痴で地図が読めません）あ 
りがとうございました。 
○温かいスタッフの対応に感謝！居心地がいいです。 


